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「JENESYS2023」中国大学生訪日団の記録  

１．プログラム概要 

【目的】本事業は、「持続可能な社会」をテーマに、中国の大学生を訪日招聘し、合宿を通じて日

本の大学生と親睦を深めるほか、テーマに関する視察・交流、及び日本の経済、社会、文化、歴史

等に関する視察を行い、多面的な対日理解を深めることを目的として実施しました。 

 

【参加者】中国の大学生等 30名  

【訪問地】東京都、愛知県、千葉県 

 

【日程】 

■ プレプログラム 2024年 2月 28日（水） オンライン事前オリエンテーション 

■ 招へいプログラム 

2024年 3月 3日（日）～2024年 3月 9日（土）6泊 7日 

日にち 概要 

2月 28日 

プレプロ

グラム 

【オンライン事前オリエンテーション】  

① 主催者代表挨拶 ②団長挨拶 ③参加者紹介 ④訪日日程説明 ⑤注意事項説明 

⑥ アンケート・対外発信・アクションプラン説明 ⑦質疑応答 

1 日目 

3 月 3日 

北京・上海に分かれて成田空港より入国 

2 日目 

3 月 4日 

 

 

【講義聴講】 

東洋大学 福祉社会デザイン学部社会福祉学科 

① 講義「分身ロボットと重度障がい者の就労 」 

② 質疑応答 
 

【視察】 

砂町水再生センター視察 

① 砂町水再生センター 概要説明動画視聴 

② 施設見学 
 

深川江戸資料館参観 
 

【歓迎会】 
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3 日目 

3 月 5日 

 

愛知県に移動 
 

【講義聴講】 

 名古屋市ブリーフ 

① 名古屋市消費生活センター「SDGs とエシカル消費」 

質疑応答 

② 名古屋市環境局「フェアトレードタウン名古屋の取り組み」 

③ ワークショップ「ペットボトルの底でキーホルダー作り」 

④ 質疑応答 
 

熱田神宮参観 

4 日目 

3 月 6日 

【講義聴講・視察】 

 NPO法人フェアトレード名古屋ネットワークブリーフ・視察 

① ブリーフ「NPO 法人フェアトレード名古屋ネットワーク（FTNN）活動とフェアト

レード市場の現状」 

② なごや地球ひろば視察 

③ フェアトレードショップ視察 
 

名古屋城参観 

商業施設参観 

5 日目 

3 月 7日 

千葉県へ移動 

【合宿交流】 

日本大学生訪中団参加者との合宿交流 

① 概要・日程・課題説明 

② グループワーク①（課題企画） 

6 日目 

3 月 8日 

【合宿交流】 

日本大学生訪中団参加者との合宿交流 

① 日程説明 

② グループワーク②（発表資料作成） 
 

東京へ移動 

【合宿交流グループ発表兼歓送報告会】 

① 来賓紹介 

② 主催者代表挨拶 

③ 合宿交流の課題についてのグループ発表 

④ 団長総括 

⑤ 感想・アクションプラン発表 

⑥ 閉会挨拶 

7 日目 

3 月 9日 

北京・上海に分かれて羽田空港より帰国 
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２．記録写真  

    

テーマに関するセミナー受講 砂町水再生センター視察 

    

名古屋市ワークショップ フェアトレードショップ視察 

    

日本大学生との合宿交流 合宿交流グループ発表兼歓送報告会 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆出発前の壮行会で、日本に行く目的は友達を作ることだとお伝えしましたが、この一週間の訪日

を終えて、この目標は達成できたと思います。私と同じような日本語学習者の友人ともたくさん

出会いましたし、日本語を勉強したことはないけれど、専攻や知識を活かして日本とユニークで

深い絆を築いている友人ともたくさん出会いました。同時に、今回の訪日では、昨年 11月に中国

に来た旧友にも会い、日本の新しい友人もたくさんできました。この訪日で見聞きしたことを通

して、この友情の松明が私たちの手に渡ったのだと思います。それが私たちの今回の活動の意味

なのかもしれません。青春時代に、友情の種が静かに蒔かれ、10年後、20 年後、私たちが自分の

業界でリーダーになったとき、この種は根を下ろして芽を出し、やがて友好の果実に育つでしょ

う。この件に関しては、年齢、性別、国籍を問わず、私とここにいる皆さんは、すでに同志だと

思います。 

 

◆ここでは「エシカル消費、フェアトレード」といった先進的な概念を学びました。中国でも「澄ん

だ水と緑豊かな山々はかけがえのない財産である」と言われています。これらの考え方は共通し

ていると思いますし、両国が協力して世界の持続可能な発展を推進していると感じます。将来的

には、この体験と中国や海外の青少年交流拠点を組み合わせて、より良い文化交流体験コースを

設計し、日中文化交流に貢献していきたいと思います。中国の若い大学生として、私は日中青年

友好大使と日中文化交流大使になり、ここで見聞きしたことを友人や家族に伝えたいと思ってい

ます。中国の人々にも日本についてできるだけ深く理解し、ここの先進的な概念から学んでほし

いと思います。私たちは連絡を保ち、頻繁に交流し、世界の持続可能な発展の促進に一緒に貢献

できるようにしましょう! 

 

◆今回の訪日は、国境を越えた文化体験の旅であるだけでなく、深い思想的衝突と精神的洗礼の旅

でもありました。日本の 2大都市である東京と名古屋を訪問し、日本人学生との交流を深め、プ

レゼンテーションや日本語ディスカッションに参加し、とてもやりがいのあるものでした。東京

では、この近代都市の賑わいと活気を感じました。高層ビルが立ち並び、通りは清潔で整然とし

ており、人々の生活は迅速で整然としていました。名古屋では、この街ならではの魅力を堪能す

ることができました。名古屋には長い歴史と豊かな文化があります。名古屋城を訪れ、日本古来

建築の魅力と優雅さを堪能することができました。今回の日本への交流訪問で、中国と日本の文

化の違いや共通点を改めて認識しました。歴史や伝統、価値観は違えど、私たちは皆未来への期

待や憧れでいっぱいです。交流を通して、お互いを尊重し、理解し、受け入れることの大切さを

学びました。 

 

◆特に印象的だったのは、日本人学生や日本の人々の周辺環境の維持です。例えば、エスカレータ

ーや電車に乗っているとき、周囲の人々は意識的に左側をキープし、秩序があり、混雑していま

せん。 道路はきれいに整頓されており、交通騒音もほとんどありません。日本人の学生はビュッ

フェの際、意識的に並び、お風呂では入浴後に、座った椅子や洗面器をシャワーで洗い流します。

私はその行動に深く心を打たれました。私たちの生活環境を決めるのは私たち一人ひとりです。
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どんな小さな行動でも、他の人の経験を変えることができます。小さいからといって、良いこと

をせず、小さいからといって、悪いことをするのではいけない。これは、伝統的な儒教の思慮分

別の精神と全く同じです。本当に感慨深かったです。 今後の日常生活では、社会生活をより調和

のとれた美しいものにするために、何かをする前に他の人のことも考えるべきです。  

  

◆初めて日本に来て、現地の風土や人情に触れ、私の最も大きな感想は、3 年余り日本語を勉強して、

ようやく教科書から飛び出すことができたということです。日本人との交流の過程で、彼らの細

部へのこだわりや接客態度は、すべて私が学ぶに値するものだと思いました。終了したばかりの

日本の大学生との交流では、新しい友達がたくさんできました。私の日本語はそれほど流暢では

ありませんが、日本の大学生たちは私の質問にとても辛抱強く答えてくれて、日本の面白い場所

やおいしい食べ物を紹介してくれ、私も自分の故郷を彼らに紹介しました。彼らと友好的な文化

交流を持てたことは私にとって一生忘れられない経験であり、近い将来、また会えることを楽し

みにしています。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆名古屋市環境局環境企画課 

訪日団団員の皆様には大変真剣に話を聞いていただき、その後の質疑でも時間が足りなくなるく

らい多くのご質問をいただきました。皆様の幅広い視点からの質問に対し、十分な回答ができて

いたか不安は残りますが、「持続可能な社会」の実現という今回のテーマに対して少しでも得る

ものがあったのであれば幸いです。また、今回、皆様が熱心にプログラムに臨む姿に、私自身と

ても良い刺激をいただいたと感じております。最後になりますが、皆様の今後のご活躍を心より

お祈り申し上げます。 

 

◆NPO 法人フェアトレード名古屋ネットワーク 

フェアトレードを推進・啓発する団体として、とても良い機会をいただいたと思っています。中

国の大学生のみなさんにとっては新鮮な概念だったようで、とても真剣な様子で講演を聞いてい

ただけたのは、いただいた質問の内容からも伺われるものでした。講演を少しはやめに終えたこ

ともあり、いくつか質問を受けることができたのはとても良かったと思っています。講演後、

JICA 内の meetsでの買い物途中に学生さんたちからいろんな質問を受けましたが、よりよい社会

づくりへ高い関心を寄せてくれていること、また日本文化にも高い関心があることが伺われまし

た。また、個別の店舗への訪問にも同行させていただきましたが、その間もいろんな角度からお

話をすることができました。講演は時間が限られているので、同行することが学生のみなさんの

質問や興味関心に答えられる時間になったのは私たちにとっても刺激的な時間になりました。拝

見したスケジュールからは、訪問先・内容面では短い期間ではあるものの学生の皆さんが、持続

可能な社会について考えるのにとても充実した内容になっているように感じました。 
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５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

 

中国大学生訪日団 

東京：参観「砂町水再生センター」。日本の水再生技術はありふれえたものだが、説明してく

れた方は、退職後にこの事業に加わっており、学び続ける姿勢に感銘を受けた。 

名古屋：名古屋市のブリーフにより、持続可能な社会の実現目標、エシカル消費、フェアト

レードの理念について学び、SDGｓという新たな単語を理解した。日本政府と日本国民はこ

れらの実現を重視しているが、理念の普及と同時に、理念の定着についても深く考える必要

がある。日本語を学んでいない学生として訪日団参加中に多少の不便はあったが、まわりが

親切に助けてくれ、たくさんの優秀な友達と知り合うことができた。最終日の「ルッキズム

をなくすことを目指すカフェ」の報告も楽しみだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンビニの美食探しと街並み散策、ＳＤＧｓセミナーや「高齢者の孤立を防ぐカフェ」の企

画などを行い、1週間の訪日はとても収穫があった。“No one will be left behind”は、

今回の訪日団参加中によく耳にした言葉で、平和で発展した社会をつくるためのビジョンが

込められていると感じた。この機会を通して、日本社会の現状や文化などについて更に理解

し、新しい友人もできた。美と共に、友好促進。5 枚目の写真は名古屋城で撮影したもので、

太陽に照らされた金色の波紋は各国の文化を連想させた。どの文化にも輝きはあるが、それらを

太陽の光と共に観察すること。新たな友達との再会を楽しみにしている。 
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20234年 3 月 6日（ほほほ星が丘店 ホームページ）  

「『ほほほ 星が丘店』に、中国から学生さんが来てくれました」 

3 月 6日（水）に中国の学生が来店。フェアトレードやエシカルな取り組みに興味を持って、 

真剣に話を聞き視察したことを紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 3月 13日（山東省人民政府外事弁公室）  

「心をひとつに未来へ、友好の架け橋に-山東省の大学生代表団が成功裡に日本を訪問」  

「持続可能な社会」をテーマに訪日した中国大学生の活動、訪日の成果などを紹介。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訪日中の学び】 

「分身ロボット」や「フェアトレード」などの

新しい概念を学び、とても充実していました。

今回の訪日では、いろいろなことを堪能しまし

たが、その中でも特に強く感じたのは、日本は

古い文化を守りながら、常に新しい技術やアイ

デアを推し進めている国だということです。 

【アクション・プラン】 

日本人の友達ともっと楽しく遊び、もっと良い

友達になりたいです。 

【訪日中の学び】 

今回の訪日では、昨年 11 月に中国に来た旧友

にも会い、日本の新しい友人もたくさんでき

ました。この訪日で見聞きしたことを通し

て、この友情の松明が私たちの手に渡ったの

だと思います。それが私たちの今回の活動の

意味なのかもしれません。 

【アクション・プラン】 

日本で学んだことを学習や生活に活かし、日本

人の友人との交流も積極的に増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訪日中の学び】 

「エシカル消費、フェアトレード」といった先

進的な概念を学びました。中国でも「澄んだ水

と緑豊かな山々はかけがえのない財産である」

と言われています。これらの考え方は共通して

いると思いますし、両国が協力して世界の持続

可能な発展を推進していると感じます。 

【アクション・プラン】 
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また日本語を勉強しにきます!学校に戻って、よ

り多くの人が日本に来て文化を体験するよう呼

びかけます!日本での見聞を積極的に周りの人と

共有し、日中文化大使になります! 

 

実施団体名：（公財）日中友好会館 


